


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｐ 数 賦課額 1戸当たり歩合 賦課金計 水積
金沢市 96反６畝16歩 47円96銭８厘 1厘65429 32戸 ５円３２銭 16銭656 53円29銭８厘 137積426
上辰巳 1７９００ ８７２６ 1６２５ 1２ 9７ ８０８ ９６９６ 2５
下辰巳 3５７２２ 1５５１３ １４４５５ ０ ０ ０ 1５５１３ 4０
末 2４３０９ ５７５９ 078901 １ 6４ 6４ ６３９９ 1６５００
大桑 5１９１４ 2３７３６ １５２３１ ４ ２６３７ 6５９２５ 2６３７３ 6８
涌波新 199１１１ 5６３５４ 0943306 1４ ６２６１ 4４７２８ 6２６１５ 1６１４５０
三口新 221６０１ 5０７８６ ０７６３９２ 2０ ５６４３ 2８２１５ 5６４２９ 1４５５００
上野新 165７１６ 5２６７２ １５９２４ 1２ ５５８２ 4８７６６ 5８５２４ 1５００９０
笠舞 8２３２９ 1５３８６ 062244 1１ １７１ 1５５４５ ７０９６ 4４０８０





































































































































































































第１選出区 犀111村上辰巳 １ １分１厘２毛 7積
２ 〃 下辰巳 １ ８７１ 5４
３ 〃 末 １ ２６６ 1６５
４ 金沢市大桑町 １ 1割２１０ 7５
５ ﾉﾘ 涌波町 ２ １ ２５４８ 1５８２５
６ "三口新町 ２ ２２８３ 1４１７
７ "上野本町 １ １ ０８３ 101
８ 〃 笠舞町 ３ ６２７ 6７
計 12人 ２人 10割 620積4５
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度四回開催する」が新たに加えられ，業務の執
行では庶務係，会計係，工事係，用排水調整委
員会の設置が規定されている。
その後,昭和３５年には役員の選挙区が廃止さ
れ「組合員である役員は総会で関係地区内の組
合員の内から」選挙するようになっている。さ
らに昭和３９年には当時の急激な農地転用の増
加を背景として「農地転用等決済規定」が成立，
施行されている。
さらに昭和４２年にも定款および規約が改正
され，現在に至るまでこの改正された定款およ
び規約によって管理運営が行れてきている。そ
の主な改正点は次のようである。
定款では土地改良区の目的を「農業生産の基
盤の整備及び開発を図りもって農業生産の向
上，農業総生産の増大，農業生産の選択的拡大
及び農業構造の改善に資す」として，単に農業
用水の維持管理を目的としていたものを地区の
農業全体の改善という幅広い目的に変更してい
る。しかし，土地改良区の地区は前述のように
耕地面積の激減,農家数の減少などからみると，
単に目的のための目的に変更したのではとも思
える。また総会のうち経費の収支予算を議案と
する総会で過半数の出席がない場合,更に２０日
以内に招集して３分の１以上の出席で，その過
半数で決することができるよう改められてい
る。これなども土地改良区の弱体化を示してい
るといえよう。経費の負担では事業の施行に係
る土地に地積割で賦課されるようになり，さら
に昭和４７年以降は組合経費全てが地積割とな
っている。また夫役の履行では「夫役を賦課さ
れた者は，その便宜に従い，本人身からこれに
当たり又は代人をもってこれを履行できる」ほ
か「金銭をもって代える」ことも許されること
となった。
規約では全体として簡略化されているが，会
計の章で「工事は直営とする。但し理事会の議
決により請負に付すことができる」と各種工事
を直営で行う方針がうち出されているが，江凌
いを除いてはほとんど請負にしている。
るところとなった。水利団体の構成員も土地所
有者から土地耕作者を主体とすることになっ
た。
土地改良区による管理運営土地改良区は
その目的として「この土地改良区は農業経営を
合理化し，農業生産力を発展させるため石川郡
犀川村字上辰巳地先において犀川より引水し，
地区内の農地に灌概水の配給をなして食糧増産
に寄与すること」をあげている。そしてこの土
地改良区の地区は表４に示す範囲である。地区
は水利組合時代より狭まり，天徳院・笠舞町よ
り下流の旧金沢市に属した地区は除外されてい
る。
土地改良区の結成にともなって「定款」が定
められているが，役員の章では資格に水利組合
時代のような土地所有者，地方税納税者，男子
といった条件は無くなっている。さらに理事の
互選により選ばれた理事長が土地改良区を代表
し，業務を処理することになり，水利組合時代
の管理者は無くなっている。
経費の負担では「賦課金及び夫役現品は予算
の定めるところにより，地区内にある農地の全
部につき反別割に賦課」し，表４に示す集落ご
との賦課割合によっている。この割合は各集落
が受益する水積により決定されている。水利組
合時代に併用されていた戸別割は消滅してい
る。
以上のように普通水利組合による管理運営と
最も異なる点は，水田耕作者をもって構成され
る団体であり，組合費が受益面積に応じて決定
されることである。さらに団体の運営に当たる
者は構成員の代表者であって，地方行政からは
独立していることである。
辰巳用水土地改良区発足にともなう定款，規
約が昭和２９年には第１回の改正を行い,その主
な改正点は次のようである。
定款の事業の項に「金沢市犀川地区及び金沢
市崎浦地区の地域内の排水施設の維持管理」が
加えられた。
規約の改正では「理事会は少くとも毎事業年
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以上のような管理運営のもとに辰巳用水の農
業的水利用が行れてきている。この水利用の実
態を灌概面積の推移，費用・夫役の負担，番水
および補給水，公園用水の確保などの側面から
みる。
参反八畝拾四歩金沢高等工業学校敷地(昭和１５
年）二，同市上野本町字庚ノ部合計反別壱反九
畝壱歩金沢市崎浦尋常高等小学校敷地(昭和１０
年）二，金沢市三口新町字イノ部合計反別八畝
拾四歩，同市涌波町字弔癸ノ部合計反別壱反
壱畝拾歩金沢市水道用地（昭和５年）二，金沢
市上野本町字巳ノ部合計反別威畝敵拾参歩，同
市涌波町字甲ノ部合計反別壱畝歩，同市大桑町
字甲ノ部反別拾四歩道路成(昭和１３年）トナリ」
戦後の土地改良区の時代には，水田が急激に
減少して都市化が進展している。これにとも
なって土地改良区では「農地転用等決済規程」
を定め，昭和３９年７月から施行している。この
規程によると，適用範囲は「この土地改良区の
組合員の資格に係る農地の全部または－部につ
いて,土地改良法第４２条第２項に規定する地目
変換並びに利用目的の変更によってその資格を
喪失した場合」としている。そして農地を転用
する場合には次の６種類の負担金を一時払いで
決済しなければならない｡１，当該年度の賦課金，
２，国営事業の負担金,３，県営事業の負担金,４，
償還未済の負担金，５，継続工事に伴う工事規模
を減少面積に比例して縮少できない未施行分の
予定経費，６，将来の維持管理予定経費の一部，
この６番の経費は当初１反歩当たり３千円で
あったものが,４２年には３千円から１万５千円
以内となり，５１年には１万５千円から５万円以
内と改正され，５６年度には－率坪当たり百円（
１反歩当たり３万円）と変更されている。
これらの負担金に加えて土地改良区が施行す
る将来の事業に対する協力費として５百円以内
の理事長が決定する額も納入しなければならな
かった。
以上のような厳しい規定にもかかわらず灌概
面積は減少の一途をたどり，今後も前述のよう
な金沢市街の拡大が続き農地転用が進展すれば
近い将来において辰巳用水による灌概はほぼ消
滅するのではないかと考えられる。
費用・夫役の負担現在，辰巳用水土地改
良区の経費負担は反別割によっている。前述の
Ｖ辰巳用水利用の変遷
灌概面積明治初頭から２０年代までの灌
概面積は資料を欠き明らかにしえないが，水利
組合発足の明治２４年には８９．５町歩余であっ
た｡この後２０年代後半には畑や原野を水田に転
換して辰巳用水によって灌概したいとの申請が
出されているが,いずれも不許可になっている。
これに続く３０年代以降には市街地における宅
地への引水中止，田から宅地や畑への転換が行
れ,用水区域からの除外が現れてくる22)｡このよ
うな用水区域除外はこれ以降も生じ，灌概面積
は減少ぎみに推移しているが，一方で大正年代
には区域内での耕地整理，荒地成の起返しがな
され，区域への編入もみられる。大正１０年には
涌波新で「荒地成許可地」３反４畝２０歩が「田
に復旧シタル」をもって組合費が賦課されてい
る。大正13年には下辰巳で耕地整理事業の結
果,増歩をみて７反３畝歩面積が増加している。
同１５年には涌波新，大桑でも耕地整理が行れ，
さらに湧水・余水から辰巳用水に水源を転換す
るなど灌概面積の増加をみている。他方この耕
地整理の結果辰巳用水を引用できない土地も生
じて，区域を除外されてもいる（大桑１反１畝
18歩，上辰巳２畝２７歩)。
昭和１０年代に至って,区域内で水田が公共用
地等に転換され，これにともなって灌概面積に
変更をみている｡昭和１６年には次に示すような
目的をもって区域から除籍している。
「本組合規約第三条二依ル区域中金沢市三口
新町イ、甲ノ部合計反別壱町六反六畝試拾壱歩，
同市涌波町字イノ部合計反別参反壱畝試拾九
歩，財団法人小野慈善院敷地（昭和８年）二，
金沢市上野本町字庚・戌・丁ノ部合計反別試町
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ように近年における灌概面積の急激な減少に
よって反当たり負担額は急上昇を続け，昭和５４
年度１．２千円,同５６年度には１．４千円以上にも
なっている。この費用負担のほかに毎年１回春
先に行れる用水路の総ざらえ，水門の管理に当
たる水門番，破損，補修箇所などの見廻りがあ
る。
総ざらえ（砂出し）は各戸の夫役で行れてい
て,昭和５０年以降現在まで行れている各集落の
分担区域は次のようになっている。
上辰巳，下辰巳，末の集落はそれぞれ地内の
用水路，三口新が井之谷出口から鳩水門の間，
大桑町大道割が井之谷出口から板橋の間，笠舞
と涌波新が錦町から板橋の間を受けもつが，笠
舞は錦町から上流に向い，涌波新が板橋から下
流に向い,双方が出合う地点までとなっている。
さらに上野本町が錦町から下流を受けもってい
る。
水門番はそれぞれ特定の者が担当し，それぞ
れ世襲的に受け継れている。水門番の給与は現
在，年額２万円でとても労働に見合うものでは
なく，いわば名誉職とでもいうべきものである。
取入口水門は上辰巳の辰島氏，大道割水門は魚
住氏が担当している｡鳩水門は現在不在である。
水門の管理は水門番の独自の判断によることは
なく，管理事務所からの指示に従って行う。取
水中止の判断，関係者への連絡は全て管理事務
所が行う。なお年間では定期的に取水を中断す
るのは江凌いの１日だけである。
用水路の見廻りは役員（理事）が行い，一般
組合員は特別には行ないが，規定にも定めるよ
うに破損箇所などをみつけた場合には事務所へ
報告する義務がある。
番水および補給水辰巳用水が犀川本線か
ら取入る量は，最大取水量で0.69,3/s(５月上
旬)である｡この期には水田作業の最盛期とゴー
ルデンウイークが重なり，兼六園にも多量の用
水を必要としている。その後稲の成育期間中の
５～７月中旬まで０．５，３/s以上の取水をし，冬
季は０．３，３/ｓ（１～３月）の取水である。ただ
し，これは計画取水量であって実際には各年の
降雪や降雨など降水量の変化によって，犀川の
流況が変化するので，毎年この量が確実に取水
できるとは限らない。上流寺津ダム地点での金
沢市上水道水の取水，その他犀川水系からの農
業用水の取水などによって，近年は毎年のごと
く水不足をきたしている。この水不足に対処す
る方法として番水と補給水の取水とがある。
旱越時の番水方法には時間分水と地域分水の
２方法があり，このいずれの方法を採るかは関
係役員（理事，生産組合長，各集落の主だった
者）による分水会議によって決定される。番水
は水不足の程度に応じていずれの方法にも変化
をみるが，番水を要請するのは水不足をきたし
た集落の役員で，分水会議を提起することにな
っている。時間分水の場合，大道割水門で涌波
方面(段丘面上)と上野本町方面（台地上）に２４
時間を単位として分水するが，水不足が著しい
時には４８時間が単位となる。地域分水の場合，
水不足が軽い時には大道割を境として上流・下
流に地区割して交互に配水する。水不足が著し
い時には各集落を区域として,順次１２時間を単
位として配水する。近年はほぼ毎年番水がとら
れている。
補給水については，金沢市の上水道ができた
昭和初期に補給水に関する取決めができ，さら
に犀川ダム建設時における取決めもあるが，現
状では補給水の取水は行れていない。土地改良
区では昭和３０年代前半の３年間ほど犀川本川
と内川の合流地点で内川の水を揚水して補給水
としたが，ランニングコストが多大にのぼった
ため中止している。
このような水不足にともなう用水内での番水
や配水上の問題については古くから苦心してい
た。資料23)によると，明治２９年当時，既に犀川
水系の各用水組合間においては用水間の分水方
法が決っていた。しかし,用水内では水積に従っ
て水門の幅だけによっていたため下流部には用
水が行届かなかった。そこで現在行れている番
水の原形とでもいうべき配水方法を決議してい
五味武臣：石111県犀川水系における都市化と農業水利 157
いる水質の悪化もみられる。従来農業的水利用
にとって水質は特に問題にはならなかったので
あるが，最近のように洗剤などの化学物質や，
ビニール，空缶などの塵芥が混入してくると，
農業用水の質的な面，農作業，用水路保全上か
らも問題となってくる。
管理運営面でみると，県・郡・市町村といっ
た地方行政体による管理から農業団体である土
地改良区による管理運営へと移行してきている
が，この面に関しても多くの問題がある。土地
改良区内部には灌概面積が減少したからといっ
て，直に用水路の維持管理を減少させるわけに
はいかない。むしろ散在する水田に多大な費用
と労力を投入することになり，単位面積当たり
負担額の急激な増大に対処できない側面をもっ
ている。また取水量についても同様に灌概面積
が減少したから直ちに取水量を減少させるわけ
にはいかないのである。
一方，他との関係においては，辰巳用水の開
削・利用に関する歴史的背景もあって，単に農
業用水としてのみ考えられない。都市・公園な
ど「水のある景観」を維持するためには水量ば
かりでなく，水質の面にまで配慮がされねばな
らない。ところが「水のある景観」の受益者で
あるはずの人々が無関心でひとり水利団体に任
せきりという点も問題である。さらに－水利団
体としてばかりでなく，犀川水系全体のなかで
の他種水利，他農業水利団体間との関係におい
ても，水系全体としての調和ある水利用が求め
られている。
最後に犀川水系の下流部における都市廃水と
農業用水の問題についても考察する必要があ
り，これは今後に期したい。さらに都市の側か
らみた農業水利といった問題も考察する必要が
ある。
るのである。
犀川水系の各用水間の配水は定期的に開かれ
ていた「七箇用水組合分水会」のほか，臨時的
に番水会が開かれ，各用水間における番水も採
られていた24)。
兼六園用水辰巳用水は農業利用のほか宅
地への引水，水車，用水分流による防火用水，
下水処理25)，県庁･学校･公園などの流水26)など
都市的な用水利用が広く行れていた｡このため，
金沢市は明治40年以降水路復旧費として水路
費寄付金を，後には補助金を支出して，用水下
流の都市用水の確保をしている。さらには用水
路の一部で発電27)もされている。
現在，辰巳用水から引水しているのは兼六園
だけである。しかも公園内を流れている用水は
辰巳用水の流末ではない。末町の集落下流地点
で辰巳用水路に公園専用の水門を設け，同水門
より下流兼六園までは専用水路をもって導水し
ている。その管理は県が行い，土地改良区は関
与していない。この公園専用水路は辰巳用水に
生活廃水などの汚水が混じるようになって埋設
されたもので，最初は天徳院付近に専用取入口
を設けて，それより下流公園までの専用水路で
あった28)。次いで宅地化の進展にともなって専
用取入口を錦町地点まで移し（昭和36.37年)，
さらに涌波地点に移動し，現在では末町地点に
まで至っているのである。
おわりに
犀川水系の農業水利を中流部に位置する辰巳
用水を事例としてみてきた。辰巳用水は明治以
降，水田灌概という形で農業的に利用されてき
ている。その利用範囲は兼六園より上流の区域
であり，それも昭和３０年代以降の金沢市の膨張
にともなう都市化によって灌概面積が急激に減
少してきている。単に潅概面積の減少だけでな
く，灌概区域内に農業用水とは直接的な関りを
持たない人々が急増することによって，兼六園
専用取入口の上流への移動に象徴的に現われて
本稿作製にあたり調査に種々の面で便宜を与えていた
だいた辰巳用水土地改良区の畦地実氏，金沢市役所の
総務課，内水面防災課の諸氏，石川県教育委員会，金
沢錦丘高校の西田谷功氏に深く感謝いたします。
金沢大学教育学部紀要（人文科学・社会科学編）158 第３２号昭和５８年
いた。その後明治２６年ころからは市内各町丁ごと
に水利組合と｢分水使用約定書｣を交わし使用料を払
っていた（南町，片町，上堤町・下堤町･下松原町，
石浦町，博労町・中町・大手町・十間町・上近江町
・下近江町・上今町・下今町・尾張町・上新町・青
草町・下堤町・下松原町・袋町・安江町･横安江町，
仙石町など)．
17）用水路上に橋梁などを架設した者にその面積に応じ
て徴収する使用料と水車（輪径に応じて決定され
る）の使用料．
18）県庁，各種の学校などへの流水手当金である。
19）辰巳用水土地改良区蔵の文書類で明治２３年から昭
和２４年までの毎年の記録がある。以下特別の注が
ない限り同所蔵文書については注を付さない．
20）小立野台地上へ導水するのに末と牛首地点で比高差
がなく，途中勾配をとることができないため，用水
路の決壊が生じやすい．
21）辰巳用水土地改良区蔵『金土第弐四壱号」の達書に
よると，「本市二在テハ重要ノ用水ナノレハ勿論,若シ
水路欠壊シ復旧事業ノ数日二渉ル場合ハ此間之停
水ハ免レサル次第二付…中略…本年度二於テ金参
百円ヲ辰巳用水修工費ノ方へ補助致候間御了知相
成度」とある．
22）大正４年の記録には三口新で田から宅地へ６畝１３
歩，田から畑へ１畝２３歩,新長柄町で宅地120.3坪
が通水をやめている．
23）明治２９年組合会議決に｢本用水各樋口配水施行二関
ｽﾉﾚ件｣があり，「犀)１１幹１１１非常減水ノトキ規約ニ依
り各用水分水施行二際シ本用水ノ水量ハ其分水ノ
程度二従上減少スルニモ杓ハラズ，各桶ロニテハ依
然旧ノ如ク水積ヲ注入ス……中略……各桶ロー於
テ其歩合ヲ極メ上流ヨリ漸次桶ロノ蔀ヲ下ケ鎖論
ヲ付シ其水量ノ均一ヲ保タントス」とある．
24）辰巳用水土地改良区蔵『自大正11年水道水源地協議
関係書類ｊ綴にある「番水会開催通知」による。
25）明治３３年に兼六公園よりの余水を百間堀に流入き
せ歩兵第七連隊の庖厨下水を処理している．
26）大正２年には流水手当金を県庁１０円，公園２００円，
県会議事堂５円，高等学校３０円，師範学校１６円，
工業学校１３円，第１中学１６円，第２中学５円の計
２９５円を徴収している．
27）大正８年に辰巳水力電気合名会社に対して水路の一
部に施設を設けて発電することを許可している．
28）大正１１年の『辰巳用水普通水利組合議案第十二号』
に「副水路設置二承諾ノ件」がある．
注及び文献
１）寛永９（1632）年開削
２）和田高軒（1921）：辰巳用水疏鑿者板屋兵四郎亭蹟．
石川郡・金沢市辰巳用水普通水利組合事務所．２頁
３）注２）に同じ
４）辰巳用水土地改良区所有の「自明治２３年至明治３５
年組合議決」綴の「辰巳用水普通水利組合議員撰挙
区域及其人員」による．
５）金沢市総務課蔵の『金沢市編入崎浦村行政資料』の
「崎浦村々税反別割をもって維持する用水一覧」に
不動用水長さ７２０間，幅３尺，字大桑地内大桑橋上
流百二＋間の処なる才川本線右岸に鉄線蛇寵を以
て先堰三十五間を造り取入口は幅二尺五寸，長さ六
尺の木材水門なり，字笠舞と共同用水なり」がみら
れる．
６）注５）資料中に「大桑地内と才川村字末地内との境
なるオ川本線右岸に先堰を施行取入」とある．
７）明治22年に村制施行，末，下･上辰巳，瀬領，相合
谷，熊走など２４集落からなる。昭和２９年金沢市に
編入。農林業に依存する農山村．
８）明治22年に村制施行,上野新，笠舞，三口新，涌波
新，大桑，牛首，牛坂，田井，土清水，舘の１０集落
からなる。昭和１１年金沢市に編入。市街地に隣接
する近郊農村．
９）崎浦村々勢台帳(金沢市役所蔵)，犀川村誌(金沢市
役所犀川出張所蔵）による．
10）北陸経済調査会(1973)：戦後の金沢市における市街
地拡大経過，北経調査研究報告第３５号．
11）明治15年は転写の誤りで注２）によると明治10年
である．
12）辰巳用水土地改良区蔵『辰巳用水概要，昭和１７年」
より引用．
13）上野本町大井武雄氏蔵文書「辰巳御用水江筋御普請
方二付願」による．
14）注13）の大井武雄氏が所蔵する上野新村の記録によ
ると明治３年から１３年までの土木費中に占める用
水関係経費は５０～60％となり，なかでも江竣い人足
費が３分の２を占めている．
15）辰巳用水土地改良区蔵『明治２３年度辰巳用水水利土
功会決議録』による。支出は土木費（修繕費，工事
取扱委員諸費，潰地買上費)，委員諸費（委員給料，
閏番給料，旅費，慰労金，宿泊費)，事務所借上料，
需用費，水番用器機費などである．
16）金沢市通水使用料は兼六園内にある４１番樋口から
の分水に課すもので，市街地の通水に使用されて
